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＊
議
案
第
31
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

子
供
手
当
て
開
始
で
、

個
人
町
民
税
に
新
た
な
扶
養

親
族
申
告
書
の
規
定
を
創
設

改
正
条
例
の
要
綱
の
内
容
で
個
人

住
民
税
の
扶
養
親
族
情
報
と
は
。

例
え
ば
年
末
調
整
表
に
新
た
に

記
載
す
る
欄
が
増
え
る
な
ど
、
扶

養
親
族
申
告
書
が
創
設
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
個
人
情
報
に
当
た
ら
な
い
。

＊
議
案
第
33
号

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

東
美
浜
駅
の
ス
ロ
ー
プ
設
置
は
よ

い
事
、
今
後
美
浜
駅
の
バ
リ
ヤ
フ

リ
ー
化
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

東
美
浜
駅
は
地
区
の
強
い
要
望

活
動
に
沿
っ
て
実
施
。
現
時
点
で

は
美
浜
駅
の
計
画
は
あ
が
っ
て
い
な
い
。

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス
停
、

順
次
整
備

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス
停

整
備
に
つ
い
て
、
未
整
備
の
場
所

と
、今
年
の
予
定
は
。

残
り
は
新
庄
区
、
早
瀬
区
、
木
野

区
、
上
野
区
。
上
野
区
は
、
バ
ス

停
付
近
に
適
当
な
土
地
が
無
い
問
題
が

あ
る
。
今
年
度
３
ヶ
所
実
施
す
る
事
業

は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
事
業
で
国
庫

55
％
補
助
。
残
り
に
つ
い
て
は
地
元
の

合
意
と
、
土
地
が
確
保
で
き
た
時
点
で

対
応
し
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、
遊

具
を
設
け
る
と
い
う
話
だ
が
、
遊

具
の
老
朽
化
の
問
題
が
あ
り
、
積
極
的

に
推
進
し
な
い
説
明
を
受
け
た
が
、
ど

の
様
に
考
え
る
の
か
。

今
回
の
遊
具
は
地
元
の
要
請
に

基
づ
い
て
の
申
請
・
補
助
で
、
管

理
は
全
て
集
落
で
行
っ
て
頂
く
。
ブ
ラ

ン
コ
と
滑
り
台
、安
全
柵
を
設
置
す
る
。

美
浜
火
葬
場
の
利
用
は

年
間
約
１
０
０
件

火
葬
場
に
つ
い
て
、
年
間
１
千
万

円
近
い
維
持
管
理
費
を
使
っ
て

い
る
が
、利
用
状
況
は
。

当
町
の
火
葬
場
で
は
年
間

１
０
０
件
く
ら
い
の
利
用
が
あ

る
。
敦
賀
で
葬
儀
を
行
う
方
が
年
々
増

え
、
美
浜
斎
苑
の
利
用
は
徐
々
に
減
っ

て
い
る
状
況
下
に
あ
る
。

有
害
獣
、ワ
ナ
免
許

取
得
効
果
は
今
年
後
半
か
ら

有
害
獣
対
策
の
捕
獲
奨
励
金
に

つ
い
て
、狩
猟（
ワ
ナ
）の
免
許
を

取
得
さ
れ
て
実
稼
動
す
る
の
は
何
月
く

ら
い
か
。
年
間
何
頭
く
ら
い
の
捕
獲
予

定
な
の
か
。

ど
う
し
て
も
免
許
取
得
の
関
係
上

９
月
以
降
。
た
だ
し
猟
友
会
の
方

は
直
ぐ
に
捕
獲
に
入
っ
て
頂
く
。
年
間

１
，０
０
０
頭
く
ら
い
予
定
し
て
い
る
。

水
産
振
興
に
も
補
助
金

日
向
漁
協
の
補
助
に
つ
い
て
、事
業

の
総
額
や
、補
助
の
３
，０
０
０
万

円
以
外
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
、
組
合

の
積
み
立
て
基
金
等
を
含
め
て
確
認
を

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

日
向
漁
協
の
夏
定
置
網
の
導
入

に
つ
い
て
、
組
合
で
の
強
い
意
向

が
あ
る
の
で
、
当
然
資
金
も
調
達
し
て

い
る
も
の
と
考
え
る
。
補
助
金
を
支
払

う
側
と
し
て
、
事
業
の
チ
ェ
ッ
ク
は
実

施
し
て
い
く
。
基
金
の
運
用
に
つ
い
て

は
町
で
は
分
か
ら
な
い
の
で
、
組
合
に

お
任
せ
す
る
。

事
業
名
称
は
日
向
漁
業
体
験
施

設
整
備
。
話
の
中
で
は
後
継
者

育
成
と
書
い
て
あ
り
、実
態
が
不
明
瞭
。

ま
た
、
補
助
金
を
出
す
場
合
は
、
事
業

総
額
に
対
す
る
補
助
は
何
％
か
明
確
な

内
容
で
な
い
と
町
民
に
説
明
で
き
な
い
。

新
規
雇
用
だ
け
で
な
く
、
体
験
用

の
夏
網
に
も
使
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
核
燃
料
税
の
補
助
要
綱
に
も
合

う
の
で
、
体
験
と
い
う
文
言
で
の
事
業

名
と
な
っ
た
。

水
産
振
興
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
内
容
と
、委
託
料
の
内
容
は
。

水
産
庁
の
様
式
に
基
づ
い
て
調

査
を
行
う
。
護
岸
の
ひ
び
割
れ
や

傾
き
等
を
調
査
し
、
計
画
的
に
補
修
し

て
い
く
と
、
結
果
的
に
維
持
費
が
安
く

な
り
、国
・
県
の
補
助
の
前
提
と
な
る
。

質疑

質疑質疑質疑

質疑質疑

質疑質疑質疑

回答

回答回答回答回答

回答

回答回答回答

  平成22年第4回  6 月  定例議会報告

税
務
課

総
務
費

総
務
費

民
生
費

衛
生
費

農
水
費

農
水
費

総
務
文
教

常
任
委
員
会（
抜
粋
）

平成22年第4回美浜町議会定例会は、
6月8日から18日まで11日間開催されました。
審議された内容は次のとおりです。全議案原案どおり可決しました。
現地視察（美浜中学校グランド整備事業）を行いました。

報告第１号　平成21年度美浜町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
議案第31号　専決処分の承認を求めることについて（美浜町税条例の一部を改正する条例の制定）
議案第32号　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　（美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定）
議案第33号　平成22年度美浜町一般会計補正予算（第１号）
議案第34号　平成22年度美浜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
議案第35号　美浜町職員の育児休業等に関する条例及び美浜町職員の勤務時間、休暇等に関する
　　　　　　条例の一部を改正する条例の制定について
議案第36号　美浜町手数料条例の一部を改正する条例の制定について
議案第37号　美浜町丹生漁港環境広場の指定管理者の指定について
議案第38号　美浜・若狭介護認定審査会共同設置規約の変更について
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危
機
管
理
対
応
の
徹
底
を

菅
浜
付
近
の
土
砂
崩
れ
の
と

き
、
県
職
員
だ
け
で
町
職
員
は
遅

か
っ
た
が
、対
応
の
方
法
は
。

発
見
者
か
ら
通
報
が
入
る
と
、
同

時
に
県
へ
連
絡
を
入
れ
現
地
へ

む
か
う
。
県
道
の
修
復
は
県
土
木
で
対

応
す
る
。

避
難
場
所
の
標
識
は
現
在
も
あ

る
が
、
さ
ら
に
ど
う
い
う
整
備
を

す
る
の
か
。

電
柱
に
つ
け
る
避
難
誘
導
サ
イ

ン
。
交
通
事
故
に
も
対
応
出
来
る

様
に
地
番
な
ど
入
っ
た
も
の
に
整
備
し

た
い
。コ

ア
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
事
業
に
つ

い
て
の
内
容
と
。
給
食
セ
ン
タ
ー

の
修
繕
費
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

コ
ア
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
事
業
と
は
、

国
語
教
諭
の
養
成
事
業
。
今
回
北

小
学
校
を
研
究
指
定
校
に
し
て
い
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
強
風
の
た
め
、材
料
搬

入
口
軒
下
天
井
が
破
損
、そ
の
修
理
費
。

補
正
予
算
額
に
応
じ
て
歳
入
の
明

細
が
あ
る
が
、
固
定
資
産
税
の
説

明
と
、町
債
は
累
積
で
ど
の
く
ら
い
か
。

補
正
ご
と
に
予
算
に
見
合
う
歳

入
を
み
て
い
る
。
固
定
資
産
税
は

関
西
電
力
分
で
増
収
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
町
債
累
計
額
の
20
年
度
起
債
残
高

は
普
通
会
計
で
約
44
億
円
で
あ
る
。

質疑質疑質疑質疑 回答回答回答回答

  平成22年第4回  6 月  定例議会報告
土
木
費

歳
入

消
防
費

教
育
費

平成22年度一般会計６月補正予算の主な内容
補正予算額　２億８，７５８万２千円　総額　７１億１，４５８万２千円 （単位：千円）

総 務 費 14,261

［社会資本整備総合交付金］
地域コミュニティバス運行事業 5,548 バス待合所の建設

JR東美浜駅スロープ設置工事 8,713 東美浜駅ホームにスロープ設置

民 生 費 6,533 コミュニティ助成事業 4,800 集落内の遊具設置工事補助

農 林
水産業費 136,905

明日の地域農業を支える担い手
条件整備事業 3,993 認定農業者がJAから農業機械をリースするための補助

有害鳥獣対策事業 22,502 有害鳥獣捕獲報奨金、捕獲檻購入補助、免許取得補助

そば加工施設整備事業 1,085 農業者の企業化を支援するために電動石臼製粉機、
保冷庫購入補助

新農業人サポート事業 7,616 新規就農者の確保、育成に向けた農業機械リースの補助

町単小規模土地改良事業 12,500 町内農業用用排水路整備、農道舗装

中山間地域総合整備事業 19,462 気山、山上、菅浜地区の農業用用排水路の整備

県単林道事業 11,800 粟柄～河内谷線の落石防止工事

日向漁業体験施設整備事業 30,000 日向地区の漁業体験施設の整備補助

水産基盤ストックマネジメント事業 19,000 既存漁業施設の長寿命化を図るための老朽化診断等委託費

商 工 費 15,315 新庄里地里山整備事業 15,000 新庄地区の自然と歴史、人の交流を深めるための大谷原、
大日等整備

土 木 費 103,658

道路維持事業 55,000 町道維持補修工事

［社会資本整備総合交付金］
町道役場前線改良事業 32,241 町道役場前線の改良工事に向けた測量、用地購入等

県単急傾斜地崩壊対策事業 6,000 日向（浜）地区急傾斜地の落石防止対策工事

消 防 費 4,384 ［社会資本整備総合交付金］
避難所誘導標識整備事業 3,465 各地区避難所への誘導標識を町内一円に設置
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（
１
）議
案
第
32
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
美
浜
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
）

条
例
要
綱
の
２
番
の
改
正
内
容

（
２
）
非
自
発
的
失
業
者
に
対
す

る
措
置
の
軽
減
に
つ
い
て
で
、
美
浜
町

で
こ
の
内
容
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
ど

の
く
ら
い
居
る
の
か
。
ま
た
、
金
額
に

し
て
ど
の
く
ら
い
か
。

現
在
で
は
、
申
告
者
は
い
な
い
。

ま
た
、
金
額
は
、
所
得
に
よ
っ
て

計
算
額
が
変
わ
る
の
で
わ
か
ら
な
い
。

都
会
と
異
な
り
美
浜
町
で
は
無

い
よ
う
だ
が
、
仮
に
将
来
そ
う
い

う
方
が
出
て
き
た
場
合
に
お
い
て
、
軽

減
と
言
う
事
に
な
れ
ば　

た
だ
で
さ
え

少
な
い
国
保
収
入
で
、
財
源
措
置
は
考

え
て
い
る
の
か
。

非
自
発
的
失
業
者
に
お
け
る
保

険
料
の
減
収
に
対
す
る
措
置
と

し
て
、
保
険
基
盤
安
定
制
度
等
に
よ
り

国
・
県
か
ら
補
塡
さ
れ
る
。

五
木
ひ
ろ
し
マ
ラ
ソ
ン
の
と
き

に
広
陵
町
長
に
滞
納
に
つ
い
て

話
を
聞
い
た
。
広
陵
町
で
は
、
低
所
得

者
に
対
し
て
は
よ
そ
以
上
に
思
い
切
っ

た
税
の
軽
減
措
置
を
図
っ
て
お
り
、
出

来
る
だ
け
み
ん
な
が
払
え
る
よ
う
に
し

て
い
る
か
ら
ほ
と
ん
ど
滞
納
が
な
い
と

い
う
。
現
在
美
浜
町
で
の
最
高
の
軽
減

措
置
は
何
割
か
。
ま
た
、
低
所
得
者
に

対
し
て
も
同
様
な
の
か
。

7
割
で
あ
り
、
低
所
得
に
対
し
て

も
同
様
に
７
、５
、２
割
の
軽
減

措
置
を
し
て
い
る
。

美
浜
町
丹
生
漁
港
環
境
広
場
の

指
定
管
理
者
は
丹
生
漁
港
環
境

広
場
管
理
組
合
に
決
定
！

（
２
）議
案
第
37
号

美
浜
町
丹
生
漁
港
環
境
広
場
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

要
綱
の
と
お
り
指
定
管
理
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
事

な
の
か
。
変
更
は
出
来
な
い
と
言
う
も

な
の
か
。

管
理
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
あ
く

ま
で
も
組
合
よ
り
提
出
し
て
頂

い
た
も
の
で
、
細
か
い
問
題
等
に
つ
い

て
は
、
再
度
検
討
し
て
い
き
た
い
。
こ

の
ま
ま
で
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
事

で
は
な
い
。

料
金
表
か
ら
補
助
金
で
作
っ
た

桟
橋
で
は
、
料
金
の
高
い
お
客
が

釣
り
を
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
入
り
口

で
区
切
ら
な
い
と
管
理
は
不
可
能
だ
ろ

う
と
思
う
。
ま
た
、
地
引
網
の
場
所
を

指
定
し
て
あ
る
事
も
、
地
元
で
は
、
役

場
か
ら
の
指
示
の
様
に
言
っ
て
い
る
。

本
当
に
こ
う
い
う
段
取
り
で
予
算
計
上

し
て
い
る
の
か
。
地
元
も
釣
り
は
図
面

に
あ
る
地
引
網
の
場
所
が
メ
イ
ン
で
あ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
検
討
は
す
る

の
か
。地

引
網
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
は
白
浜
で
実
施
す
る
の

だ
が
、
天
候
等
の
問
題
か
ら
出
来
な
い

場
合
の
み
こ
こ
で
行
え
ば
と
考
え
て
い

る
。
実
施
す
る
に
あ
た
り
細
か
な
問
題

点
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ

の
都
度
管
理
者
側
と
相
談
し
検
討
し
て

い
き
た
い
。

管
理
棟
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
と

い
う
の
は
施
設
を
提
供
し
て
行

う
も
の
と
考
え
る
が
。
行
政
が
施
設
を

つ
く
ら
な
い
の
か
。
建
屋
も
す
べ
て
指

定
管
理
に
出
す
の
は
厳
し
い
の
で
は
。

釣
り
を
す
る
方
の
管
理
棟
。
釣
り

を
す
る
経
費
で
設
置
す
る
と
い

う
申
請
を
組
合
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
後
の
運
営
は
未
確
定
部
分

が
多
い
の
で
組
合
と
十
分
協
議
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

海
浜
の
部
分
だ
が
、
丹
生
の
小
学

校
が
ア
サ
リ
の
稚
貝
を
放
流
し

て
い
た
の
を
新
聞
で
見
た
が
、
そ
れ
は

こ
こ
か
。

ア
サ
リ
の
成
育
の
想
定
は
し
て

い
な
い
の
で
こ
の
浜
で
は
な
い
。

新
聞
の
場
所
は
、
処
理
場
の
あ
る
と
こ

ろ
で
す
。
海
岸
線
は
ほ
と
ん
ど
護
岸
し

た
の
で
処
理
場
の
奥
に
自
然
が
残
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
放
流
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。

せ
っ
か
く
な
ら
貝
が
棲
め
る
よ

う
な
整
備
を
し
た
ら
よ
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

今
後
ひ
と
つ
の
検
討
課
題
で
あ

る
と
思
う
。
ま
た
、
そ
う
い
う
事

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
な
ら
い
い
と

思
う
。管

理
運
営
を
町
か
ら
面
倒
見
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
の
指
定

管
理
だ
ろ
う
が
、
ジ
リ
貧
に
な
る
可
能

性
が
高
い
。
い
か
に
お
客
様
を
呼
ぶ
か

に
関
し
て
は
町
も
当
事
者
と
し
て
が
ん

ば
っ
て
誘
客
の
た
め
に
奔
走
し
て
ほ
し

い
。

組
合
と
相
談
し
な
が
ら
支
援
し
た

い
。

地
引
網
に
つ
い
て
、
荒
天
の
場
合

の
場
所
と
い
う
が
、
は
あ
と
ふ
る

体
験
推
進
協
議
会
側
の
立
場
と
し
て
の

考
え
方
を
言
う
と
、
ほ
ん
も
の
（
事
実
）

を
教
え
る
の
が
主
旨
。
地
引
網
に
故
意

に
魚
を
入
れ
る
の
は
よ
く
あ
る
が
、
本

来
入
ら
な
い
魚
ま
で
入
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
網
を
引
い
て
い
る
人
は
そ
の
時
は

喜
ぶ
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
ぜ
こ
の
漁

法
が
成
り
立
た
な
い
の
か
、
ど
う
い
う

訳
で
海
が
変
わ
っ
て
き
た
か
な
ど
、
そ

の
辺
の
事
情
も
話
す
こ
と
が
体
験
学
習

で
あ
る
の
で
、
考
え
て
す
す
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
等
幅
広
い
管
理
が
必
要
に
な
る
で

あ
ろ
う
し
、
事
故
に
関
し
て
等
、
ど
の

よ
う
に
一
人
で
管
理
す
る
の
か
な
ど
、

組
合
側
と
よ
く
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
。

事
故
対
応
も
含
め
十
分
組
合
と
話

し
合
い
な
が
ら
進
め
た
い
。

質疑質疑

質疑質疑質疑質疑

質疑

質疑質疑質疑

回答回答

回答回答

回答

回答

回答

回答回答

回答

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

  平成22年第4回 6月 定例議会報告
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平
成
22
年
第
５
回
臨
時
議
会
は
７
月
14

日
10
時
か
ら
美
浜
町
議
会
議
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
審
議
さ
れ
た
内
容
は
次

の
通
り
で
す
。
討
議
後
原
案
通
り
可
決

致
し
ま
し
た
。

付
議
事
件
：
弥
美
小
学
校
校
舎
耐
震
補

強
・
改
修
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

主
な
耐
震
補
強
・
改
修
工
事
内
容

●
南
校
舎
南
面
に
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
の
取
り
付
け

●
屋
根
防
水
工
事

●	

外
壁
吹
き
付
け
部
分
の
全
面
改
修

●	

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
及
び
ガ
ラ
ス
の
全
面
改
修

●	

高
圧
引
き
込
み
ケ
ー
ブ
ル
及
び
受
変

電
設
備
の
全
面
改
修

●	

給
排
水
管
系
統
の
不
具
合
部
分
全
面
改
修

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

●
内
装
全
面
改
修

●	

電
気
式
の
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
に
全
面
改
修

●
オ
ー
ル
電
化

議
会
広
報
委
員
会
は
６
月
２
日
に
福
井

市
で
行
わ
れ
た
議
会
広
報
研
修
会
に
出

席
し
、
議
会
広
報
等
の
プ
ロ
で
あ
る
埼

玉
県
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

理
事
長
、
茅
野
政
明
氏
の
講
義
と
美
浜

町
の
議
会
広
報
誌
（
春
号
）
を
精
査
し

て
頂
き
ま
し
た
。
講
評
に
対
す
る
反
省

も
含
め
て
充
実
し
て
行
く
様
に
頑
張
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
過

4
月
５
日

第
１
回
有
害
鳥
獣
対
策
特
別
委
員
会

●
参
考
資
料

　
「
美
浜
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

　
「
若
狭
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

　
「
有
害
鳥
獣
の
種
類
、
被
害
内
容
、
一

　

般
駆
除
方
法
」

●
決
議
事
項

　
●

各
集
落
の
被
害
状
況
の
調
査
が
必

　
　

要
で
あ
る
。

　
●

先
行
す
る
行
政
の
視
察
研
修
を
実

　
　

施
す
る
。　
　

　
●

広
域
行
政
間
の
協
議
会
を
立
ち
上

　
　

げ
る
必
要
が
あ
る
。

５
月
20
日

高
浜
町
と
の
情
報
交
換
会

５
月
26
日

第
２
回
有
害
鳥
獣
対
策
特
別
委
員
会

●
行
政（
農
水
課
）か
ら
説
明

　
「
平
成
22
年
度
か
ら
の
有
害
鳥
獣
対

　

策
推
進
体
制
」＊
体
制
表
参
照

　
「
有
害
獣
侵
入
防
止
柵（
恒
久
柵
）」

●
決
議
事
項

行
政
（
農
水
課
）
か
ら
説
明
し
て
頂
い

た
、
普
及
啓
発
体
制
の
早
期
確
立
、
捕

獲
体
制
の
充
実
、
恒
久
柵
の
推
進
を
進

め
る
。

７
月
9
日

普
及
啓
発
体
制
の
為
の
有
害
鳥
獣
対
策

集
落
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
参
加

７
月
14
日

第
３
回
有
害
鳥
獣
対
策
特
別
委
員
会

平
成
22
年 

第
5
回

臨
時
議
会
報
告

特
別
委
員
会
報
告
⑴

特
別
委
員
会
報
告
⑵

議
会
広
報
特
別
委
員
会

有
害
鳥
獣
対
策
特
別
委
員
会

美浜町有害鳥獣対策推進体制

各集落農家組合

町役場農林水産課 各部局との連絡調整

美浜町長

普及啓発体制 捕獲体制

町内各集落

有害担当普及指導員（新）

区 民

・有害鳥獣の生態についての基礎知識の普及
・有害鳥獣による被害を軽減する方策につい
  ての普及・指導

・わな免許取得補助
・ニホンジカ生息密度調査補助
・箱わな購入補助

美浜町議会
有害鳥獣対策特別委員会
・美浜町内における有害鳥獣対策全般
  について検討、助言・提案

情報提供補助

提言・提案

（美浜町有害鳥獣捕獲隊を除く）

防
除
対
策

普
及
・
指
導

安
全
対
策

捕
獲
普
及

指
導

報
奨
金　

有
害
捕
獲
許
可

有
害
鳥
獣
侵
入

防
止
柵
設
置
補
助

箱
わ
な
貸
与

連
絡
・
調
整

・有害鳥獣捕獲に対する意識の高揚・有害鳥獣の
  生態に関する知識の醸成
・有害鳥獣被害防止対策の実施
・有害獣侵入防止柵、電気柵の点検、維持補修

有害鳥獣対策集落推進リーダー (新)

福井県猟友会美浜支部会員

・通常の有害鳥獣捕獲  ・サルの巡回捕獲　等
美浜町有害鳥獣捕獲隊

・各集落１名
・期限は定めず、有害鳥獣対策に対して、意欲・
  行動力を備えた方を各区から推薦
・町の有害鳥獣対策への協力
・各区内での有害鳥獣対策の指導者
・町有害鳥獣捕獲員との協力・調整

美浜町有害鳥獣捕獲員 (新)
・狩猟免許保持者
・有害鳥獣捕獲許可者
・猟期外における有害獣捕獲檻・ワナの設置
・有害鳥獣対策集落推進リーダーとの協力のもと
  各区内における有害鳥獣捕獲

［福井県嶺南振興局 二州農林部］

わ
な
免
許
取
得
補
助

美浜町鳥獣害対策協議会
会長：副町長

県国
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一　　般　　　　質　　問

ところで、「一般質問」ってなあに？

　「一般質問」は議員が町の行財政全般にわたり、執行機
関（行政）に疑問点をただし、所信の表明を求めるもの。
　政策に取り組み、政策に生きるべき議員にとって「一般質
問」とは、最も華やかで意義のある発言の場なのかもしれ
ないね。

　議会はセレモニーのようだと誰
かが言ってたっけ。一般質問と言っ
ても、形式的なやりとりでしょ？

　多数の議員が自由に質問を求めても、発
言順や発言時間をめぐって混乱するおそれ
があるよね。
　また、質問内容が全くわからないとなる
と、答弁する執行機関側も十分な準備がで
きず、結果的に議員にとっても不満足な答弁
しか返ってこないこともあり得るよね。
　そこで充実した議会を運営するための方
法として、一般質問をする議員は予め要旨を
議長に届け出ることになっているんだ。
議員と執行者の丁々発止のやりとりは、聞い
ているほうもドキドキするよ。

いつでも好きな時に質問していいの？

　一般質問は３月、6月、9月、12月に開会する定例会に限り
行われることになっているよ。美浜町議会の議員ひとりの質問
時間は、答弁や再質問を含め６０分以内とされているんだよ。

次
世
代
の
立
場
か
ら
美
浜
の
将
来
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

（
質
問
の
ポ
イ
ン
ト
）

　

ま
ち
づ
く
り
を
伝
統
の
継
続
・
継

承
と
い
う
切
り
口
か
ら
。
町
と
し
て

「
現
状
認
識
の
洗
い
出
し
」
と
、「
次
世

代
に
つ
な
ぐ
明
確
な
意
思
」
と
、
戦
略

が「
行
政
・
議
会
だ
け
で
な
く
住
民
も

含
め
て
必
要
」
で
あ
る
と
い
う
観
点

か
ら
４
つ
の
質
問
に
展
開
し
ま
し
た
。

１
．
伝
統
芸
能

　

歴
史
を
次
に
繋
い
で
い
く
こ
と
が

難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
今
後

ど
う
展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
か
、
そ
し
て
、
残
し
繋
い
で
い
く
こ

と
に
よ
り
観
光
等
の
展
開
力
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
お
聞

き
し
ま
す
。

２
．
人
口

　

次
世
代
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か

と
い
う
、
そ
し
て
無
駄
の
な
い
コ
ン

パ
ク
ト
な
町
運
営
を
し
て
い
か
ね
ば

到
底
持
た
な
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。

３
．
観
光

　

将
来
的
な
観
光
分
野
の
方
向
性
を

含
め
、
美
浜
町
の
観
光
政
策
は
今
後

ど
こ
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。

４
．
持
続
可
能
な
ま
ち

　

20
年
後
・
30
年
後
も
あ
り
続
け
る

た
め
の
戦
略
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

再
質
問

　

町
と
し
て
様
々
な
こ
と
に
対
し
て

選
択
と
集
中
、Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
ブ
ル
ー
オ
ー

シ
ャ
ン
戦
略
、
そ
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の

サ
イ
ク
ル
を
常
に
回
し
て
い
か
な
け

れ
ば
未
来
は
無
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
、お
聞
き
し
ま
す
。

　

一
つ
一
つ
の
答
が
無
く
、
大
枠
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
。

・
究
極
は
、
私
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
や
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

・
第
４
次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画
を

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
人
口
減
少
を
食
い
と
め
る
複
合
的

な
施
策
は
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
対
策
と
し
て
、
結
婚
対
策
、
若

者
の
定
住
対
策
、
住
宅
対
策
、
雇
用

対
策
、
子
育
て
と
い
う
点
に
重
点

的
に
投
資
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

・
集
落
自
治
の
機
能
を
保
ち
、
活
力
あ

る
地
域
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、

若
者
の
定
住
や
後
継
者
の
問
題
、

人
口
減
少
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

・
交
通
ア
ク
セ
ス
、
公
共
交
通
の
充
実
、

社
会
資
本
の
拡
充
、
総
合
的
に
進

め
て
い
か
な
い
と
解
決
策
に
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
振
興
計
画
、
着
実
に
推
進
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
永
久
的
に
持
続
可
能

と
い
う
の
は
無
理
。
今
、
精
い
っ
ぱ

い
や
っ
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

・
人
口
減
少
と
高
齢
化
は
、
深
刻
な
問

題
で
す
が
、
元
気
な
高
齢
者
で
あ

れ
ば
怖
く
な
い
。
逆
に
寝
た
き
り

の
高
齢
者
が
多
い
社
会
は
、
非
常

に
怖
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問

回
答
：
町
長

松 坂 隆 司 議員
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一　　般　　　　質　　問
敦
賀
半
島
を
縦
断
す
る

避
難
道
路
の
必
要
性
は

　

敦
賀
半
島
３
村
（
丹
生
、
竹
波
、
菅

浜
）
の
生
活
道
路
は
発
電
所
へ
の
通

勤
や
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
混
雑
で
非
常

時
の
避
難
経
路
と
し
て
は
心
も
と
な

い
も
の
で
す
。
敦
賀
半
島
に
位
置
す

る
発
電
所
数
は
増
加
の
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
敦
賀
半
島
の
先

端
か
ら
舞
若
道
の
太
田
Ⅰ
．
Ｃ
に
繋

が
る
半
島
縦
断
避
難
道
路
を
建
設
し

て
地
域
住
民
が
安
心
出
来
る
様
に
し

て
は
ど
う
か
と
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

原
発
の
安
全
性
の
議
論
が

先
行
す
る
課
題
で
難
し
い

　

従
来
地
域
行
政
の
考
え
方
は
、
原

子
力
発
電
所
の
避
難
道
路
は
必
要
で

あ
ろ
う
と
は
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
の
道
路
の
防
災
対
策
を
キ
チ
ン

と
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
事
で
来
て

お
り
ま
す
。
今
回
提
案
頂
い
た
の
は

半
島
の
真
ん
中
に
一
本
、
道
を
走
ら

せ
る
と
言
う
全
く
新
し
い
発
想
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
行
政
と
し
て
も
全

原
協
等
、
立
地
し
て
い
る
全
て
の
市

町
村
が
集
ま
っ
て
い
ろ
い
ろ
要
望
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で
原
子
力

発
電
所
を
危
険
と
捉
え
て
、
す
ぐ
に

ざ
っ
と
逃
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

を
前
提
と
し
た
道
路
対
策
ま
で
は
意

見
集
約
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
道
路

行
政
は
国
土
交
通
省
の
管
轄
に
な
り

ま
す
し
、
県
は
土
木
部
が
あ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
管
理
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
原
子
力
発
電
所
を
特
化
し
て
危

険
だ
か
ら
避
難
道
路
を
作
る
と
い
う

話
し
に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
相
当
に
困
難
な
課
題
だ
と
考
え

ま
す
。

半
島
西
部
、県
道
の
整
備
点
検
を

　

半
島
西
部

の
県
道
、
北

田
・
竹
波
間

で
平
成
22
年

１
月
と
４
月

に
の
り
面
の

崩
落
が
発
生

し
、
一
時
通

行
止
め
や
片

側
通
行
を
し
た
期
間
が
有
り
ま
し
た
。

佐
田
交
差
点
か
ら
竹
波
に
向
か
っ
て

５
ｋ
ｍ
の
間
は
の
り
面
崩
落
の
危
険

地
帯
で
あ
り
不
安
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
又
、
海
岸
侵
食
の
ひ
ど
い
部
分
も

あ
り
ま
す
。
充
分
な
調
査
と
対
策
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

安
全
な
道
路
確
保
に
努
力
し
た
い

　

該
当
す
る
半
島
西
部
の
県
道
は
平

成
８
年
以
降
要
対
策
が
必
要
と
さ
れ

た
箇
所
は
、
菅
浜
地
係
で
5
箇
所
、
竹

波
地
係
で
7
箇
所
有
り
、県
は
菅
浜
地

係
で
は
平
成
15
年
か
ら
21
年
で
9
億

円
、
竹
波
地
係
は
平
成
17
年
か
ら
18

年
で
4
億
円
で
そ
れ
ぞ
れ
整
備
さ
れ

一
応
の
対
策
が
終
了
し
た
と
い
う
事

で
す
が
、
今
年
1
月
4
日
及
び
4
月

22
日
に
菅
浜
地
係
で
法
面
崩
壊
が
あ

り
、
道
路
防
災
点
検
を
再
度
実
施
し

た
と
こ
ろ
崩
落
し
た
箇
所
以
外
で
も

対
策
が
必
要
な
箇
所
が
見
つ
か
っ
た

と
い
う
事
で
、
崩
落
し
た
菅
浜
の
２

箇
所
と
新
た
な
２
箇
所
を
22
年
度

1.3
億
円
掛
け
て
整
備
を
し
た
い
と
の

回
答
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
海
岸
侵

食
の
問
題
も
頂
き
ま
し
た
し
、
雨
量

規
制
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道

路
と
言
う
事
も
併
せ
て
こ
れ
ら
の
危

険
が
早
く
解
除
さ
れ
る
よ
う
に
安
全

な
道
路
確
保
の
要
望
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

早
急
に
美
浜
発
電
所
の
将
来
構
想
を

　

世
界
的
に
Ｃ
Ｏ
2
削
減
が
叫
ば
れ

種
々
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
原

子
力
発
電
所
増
設
の
気
運
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
美
浜
発
電
所
の
３
基

は
40
年
と
言
う
高
経
年
運
転
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
原
電

敦
賀
１
号
機
は
３
，
４
号
機
の
完
成

す
る
ま
で
６
年
間
の
延
長
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
し
、
他
の
電
力
会
社
で
も

リ
プ
レ
ー
ス
計
画
を
発
表
し
て
い
る

会
社
が
ご
ざ
い
ま
す
。
関
西
電
力
㈱

は
い
つ
ま
で
美
浜
発
電
所
の
運
転
を

継
続
す
る
つ
も
り
な
の
で
し
ょ
う
か
。

町
の
経
済
発
展
、
雇
用
拡
大
等
の
面

で
発
電
所
の
存
在
は
大
切
な
物
な
の

で
す
か
ら
、
発
電
所
に
対
し
て
早
急

に
将
来
展
望
を
聞
け
る
人
に
来
て
い

た
だ
い
て
確
約
を
結
ぶ
時
期
に
来
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
町
長
の
お
考
え

を
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

様
々
な
条
件
が
整
え
ば
し
か
る
べ
き
人

を
呼
ん
で
お
聞
き
す
る
機
会
を
作
る

　

私
も
原
子
力
発
電
所
は
世
の
中
の

役
に
立
つ
非
常
に
大
き
な
施
設
と
言

う
観
点
か
ら
必
要
で
有
る
と
い
う
政

策
を
取
っ
て
お
り
ま
す
。
40
年
超
の

問
題
に
関
し
て
関
西
電
力
は
現
在
国

に
地
震
対
策
を
含
め
て
40
年
以
降
の

保
守
管
理
に
つ
い
て
認
可
を
申
請
し

て
お
り
ま
す
。
結
果
が
出
れ
ば
速
や

か
に
報
告
を
受
け
る
事
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

も
温
暖
化
防
止
や
安
定
供
給
の
面
か

ら
原
子
力
発
電
所
の
推
進
を
し
て
お

り
ま
す
し
、美
浜
町
で
も
平
成
13
年
度

の
議
会
で
増
設
の
陳
情
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
又
現
在
行
っ
て
い
る
ハ
ー
ト

フ
ル
対
話
の
中
で
も
一
部
の
区
長
さ

ん
や
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
リ
プ
レ
ー

ス
の
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

関
西
電
力
㈱
で
も
こ
の
事
は
充
分
認

識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
有
り
ま
す

の
で
今
後
条
件
が
整
い
次
第
、
し
か

る
べ
き
人
を
呼
ん
で
そ
う
言
っ
た
事

を
働
き
か
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

町
民
の
健
康
福
祉
向
上
の
為
に

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を

　

本
来
こ
の
課
題
は
、
ど
の
地
域
住

民
に
対
し
て
も
公
平
な
環
境
の
下
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

言
っ
た
面
で
壮
年
会
、
老
人
会
等
、
い

わ
ゆ
る
高
齢
者
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

熱
は
高
い
わ
け
で
、
最
近
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
も
普
及
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

美
浜
町
に
は
西
郷
地
区
に
そ
の
施
設

が
有
り
ま
す
が
遠
方
で
使
用
し
に
く

い
方
々
も
ご
ざ
い
ま
す
。
分
散
し
て

増
設
し
て
は
如
何
か
と
お
尋
ね
致
し

ま
す
。

今
年
の
後
半
か
来
年
早
々

ま
で
に
構
想
を
出
し
た
い

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
平
成
18
年
度

６
月
の
議
会
に
対
し
て
陳
情
が
出
さ

れ
採
択
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
効
果
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
高

齢
者
の
健
康
維
持
、
あ
る
い
は
観
光

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
陳
情
者
は
美

浜
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
、
賛
同
者

は
体
協
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
財
源
と
言
う
面
で
保

育
園
の
統
合
、
学
校
の
耐
震
対
策
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
を
優
先
致
し
ま

し
た
が
ほ
ぼ
目
途
が
立
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
の
で
今
年
の
後
半
か
、
来
年

度
早
々
に
あ
る
程
度
計
画
を
詰
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

浜 野 健 治 議員

質
問

質
問

質
問

質
問

回
答
：
町
長

回
答
：
町
長

回
答
：
町
長

回
答
：
町
長

屋内ゲートボール場

県道崩落場所
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６
月
８
日
か
ら
始
ま
っ
た
第

４
回
定
例
会
は
、
例
年
の
本
会

議
後
の
議
案
の
詳
細
説
明
を
す

る
前
に
予
算
に
盛
っ
て
あ
る
事

業
を
全
員
で
協
議
し
ま
し
た
。

核
燃
料
税
交
付
金
嶺
南
連
携
事

業
の
全
体
計
画
、
新
庄
里
地
里

山
整
備
事
業
、
日
向
定
置
網
組

合
の
夏
型
定
置
網
の
整
備
、
有

害
鳥
獣
対
策
推
進
体
制
、
丹
生

環
境
広
場
の
指
定
管
理
者
に
よ

る
今
後
の
運
営
管
理
等
に
つ
き

多
く
の
意
見
が
で
ま
し
た
。
翌

日
予
算
審
議
を
き
め
細
か
く
行

い
６
月
18
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
親
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
議
会
だ
よ
り
に
す

る
為
、
議
会
広
報
委
員
全
員
で

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

グラウンド整備工事
● クレイ舗装、周囲に高さ1.2m のフェンス設置、ソフトボールと野球の防球・防砂ネット高さ10m 設置、
　 照明6ヶ所（夜間作業用）、スプリンクラー4ヶ所
● ソフトテニスコート3面（オムニコート）、防球ネット高さ5ｍ設置、
● テニスコートとグラウンドの間に直走路兼用走り幅跳びのコース100ｍ（弾性ウレタン舗装）
● 下層路盤の材料に浸透性のある敦賀火力発電所から出た石炭の燃えカスのスラグ15cmを敷いて、浸透性を高くする。
● 表層には、真砂土に無機質系土質改良材を攪拌混合して固め、風で飛びにくくする。
　 スプリンクラーと共に砂を飛ばさない工夫をする。
構内通路整備工事
体育倉庫建築工事
● 平屋鉄筋コンクリート造り、クラブ更衣室、器具置場、トイレ（洋式）
植栽工事
● 植栽１式、さつきつつじ約1,500株、ひらどつつじ108株、もみじ、ツバキ、はなみずき、芝張り

「
ゆ
る
い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
を
略
し
た
も
の
。
イ
ベ
ン
ト
、
町
お
こ
し
、

名
産
品
の
紹
介
等
、
地
域
全
般
の
情
報
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
使
用
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
こ
と
。
扶
桑
社
と
み
う
ら
じ
ゅ
ん
に
よ
っ
て
商
標
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
郷
土
愛
に
満
ち
溢
れ
た
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
あ
る
こ
と
。

②
立
ち
居
振
る
舞
い
が
不
安
定
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
。

③
愛
す
べ
き
、ゆ
る
さ
、を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
事
。　

と
い
う
条
件
が
あ
る
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ
っ
て
？

編
集
後
記

議 会 の 動 き
5
月　

9
日　

五
木
ひ
ろ
し
マ
ラ
ソ
ン
参
加

	

4
日	

美
浜
・
三
方
環
境
衛
生
組
合
議
会

	

17
日	

全
員
協
議
会

	
20
日	

有
害
鳥
獣
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
副
委
員

長
視
察

	
24
日　

佐
田
竹
波
県
道
促
進
協
議
会

	
	

敦
賀
・
美
浜
地
域
開
発
協
議
会

	

26
日	
有
害
鳥
獣
対
策
特
別
委
員
会

	

27
日	

県
原
子
力
協
議
会

	

29
日	

敦
賀
美
方
消
防
議
会

	

31
日	

第
四
回
定
例
会
議
会
運
営
委
員
会

	
	

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
委
員
会

6
月	

1
日	

人
権
指
導
者
研
修
会
（
小
浜
市
）

	

2
日	

町
議
会
広
報
研
修
会
（
福
井
市
）

	

5
日	

町
内
小
学
校
運
動
会

	

8
日	

第
４
回
定
例
会
・
全
員
協
議
会

	

9
日	

全
員
協
議
会

	

10
日	

一
般
質
問

	

11
日	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

	

13
日	

小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会
（
消
防
議
員
）

	

14
日	

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

	
	

原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会

	

15
日	

全
員
協
議
会
・
現
地
視
察
（
美
浜
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
）

	

18
日	

本
会
議

	

22
日	

第
1
回
議
会
広
報
特
別
委
員
会

	

29
日	

第
2
回
議
会
広
報
特
別
委
員
会

7
月

　

1
・
2
日	

原
子
力
特
別
委
員
会
（
東
京
陳
情
）

	

2
日	

議
員
研
修
（
福
井
市
）

	

5
日	

原
子
力
発
電
所
在
地
特
別
委
員
会（
高
浜
町
）

	

7
日	

関
西
電
力
立
地
協
議
会
理
事
会
（
美
浜
町
）

	

14
日	

議
会
運
営
委
員
会
・
臨
時
議
会
・
全
員
協
議

会
・
有
害
鳥
獣
特
別
委
員
会

	

16
日	

福
井
県
原
電
所
在
地
議
会
特
別
委
員
会
連
絡

協
議
会
総
会
（
敦
賀
市
）

	
	

議
会
公
報
特
別
委
員
会

表
紹

紙
介

美浜中学校建設事業第２期工事  概要

議会広報
研修会

ー 平成22年7月23日発行 ー


